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この自分で取った写真は和歌山について一番憧れている景色だ。水平線に見えなくなる和

歌山市だ。家から見える和歌山は大きくて、広く感じる。実はこれが和歌山の一番の美点

であると思うと同時に一番の難点だと思っている。 

和歌山市の街中にいたら、まったく同じ感情を感じていない。上から見える大きい街の感

覚は逆に田舎の村であるかのような感覚になる。現在、私が感じる問題は、和歌山市が市

街地の賑やかで便利な街としての良さや、村の静かでアットホームな雰囲気の良さ、両方

どちらも持っていないことだと思う。なので、大きい街になる可能性があるとも思ってい

る。 

 

和歌山は209km2で368753人、フランスと比べたらニースと言う街と似ている（71,92km２、 

343304人）。フランスの５番目の大きな街だ。ニースはフランスの南に位置するきれいで、 

賑やかな海辺の街だ。美味しい魚の料理を食べて、海でのんびりして、特に夏に観光で有

名になった街だ。考えたら、同じ魅力がある和歌山で散歩して海に遊びに行くと、なぜ空

いていて寂しい感じがするのだろう。 

上に書いた数字を見ると一つの原因が分かるだろう。和歌山は広くて、広くて、不便だ。

その上、街の中心がはっきり分からない。必要な病院、駅、スーパー、ショッピングセン

ター、遊ぶところなどがいくつもあるので街の中がバラバラだ。交通でもそういう感じに

なってしまった。和歌山の中心はJR和歌山駅になったと言われていたが、近くに住んでい

ないなら、駅まで行くのが時々大変だ。確かに交通はJR和歌山駅に集中しないからだ。同

じくJR和歌山駅から車を持っていないならどこでも簡単に行けない。そのせいで観光する

のが本当に難しいと思っている。 

また、JR和歌山駅の周りにやる事があるのに、まだ少ない。若者のための、もっと安いブ

ランドの店が増加し食べる、休憩するところがあったらいいと思う。特にバスが午後9時半

ごろで終わるので、食べる、飲む、遊ぶようなところは少ないのが、少し残念だと思う。

もし、そういうところがあっても、見にくく見つからない場合もあるので様々な人に知っ



てもらうために少しアピールすればいいと思う。 

 

これは和歌山への私の提言だ。いいところが多くあり、観光的に面白い場所もあり、交通

をまとめてアピールすれば、もっと和歌山の魅力を感じてもらうことが出来る。この街の

雰囲気が変わっていき、良くなればいいと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


